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地
域
農
業
や
組
合
員
皆
さ
ん
の
拠
点
的

な
役
割
を
果
た
す
Ｊ
Ａ
通
常
総
代
会
が
４

月
５
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
事
業
の
１
年
を
総
括
し
、
新
た
な

事
業
の
方
向
を
確
認
す
る
総
代
会
は
67
回

を
数
え
て
行
わ

れ
、
決
算
書
の

承
認
や
、
本
年

度
は
役
員
改
選

年
に
当
た
り
、

新
役
員
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
６
ペ

ー
ジ
）

　

総
代
会
の
出
席
状
況
で
は
、
定
数

２
４
０
名
に
対
し
出
席
総
代
は
２
２
４
名

（
書
面
議
決
78
名
含
む
）
で
、
昨
年
比
よ
り

３
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
も
の
の
93
％
の
出

席
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

提
出
案
件
は
８
件
、
そ
の
ほ
か
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
に
係
る
報
告
事
項

な
ど
２
件
、「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項

の
着
実
な
実
践
に
関
す
る
特
別
決
議
」
が

採
択
さ
れ
ま

し
た
。
総
代

会
は
開
会
に

先
立
ち
各
賞

の
伝
達
が
行

わ
れ
、
北
海
道
報
徳
農
業
善
行
賞
１
名
、

早
坂
・
齊
藤
顕
彰
者
２
名
、
遠
藤
顕
彰
２

名
、
大
西
顕
彰
２
名
の
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
、

熊
谷
代
表
理
事
組
合
長
か
ら
賞
状
、
副
賞

が
手
交
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
は
、
開
会
宣
言
に
続
き
出
席
者

全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領
を
朗
唱
し
開
会
。

冒
頭
、
熊
谷
組
合
長
は
こ
の
１
年

を
振
り
返
り
情
勢
を
含
め
開
会
挨

拶
（
詳
細
４
ペ
ー
ジ
）
を
延
べ
、

昨
年
７
月
の
「
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
や

同
11
月
の
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
」
の
大
筋

合
意
に
つ
い
て
、
高
齢
化
や
人
口
の

減
少
傾
向
社
会
に
あ
っ
て
、
重
要
品

目
の
輸
入
拡
大
や
関
税
の
引
き
下
げ

は
、
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
輸

出
大
国
と
の
更
な
る
競
争
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
北
海
道
農
業
は
、
存
廃
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
と
訴
え
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
と
し
て
農
業
打
撃
を
最
小

に
食
い
止
め
る
運
動
の
継
続
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
農
協
経
営
の
根
幹
に
係

わ
る
農
協
法
の
改
正
に
関
連
し
、

今
後
具
体
化
す
る
問
題
と
し
て
、

公
認
会
計
士
に
よ
る
監
査
の
義
務

化
、
内
部
統
制
の
強
化
、
准
組
合

員
の
利
用
規
制
、
信
用
事
業
部
門

で
は
他
の
金
融
機
関
と
同
様
に
マ

イ
ナ
ス
金
利
の
影
響
が
ま
と
も
に

金
融
機
関
の
収
支
に
直
結
し
、
厳

し
い
経
営
環
境
が
予
測
さ
れ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
生
産
の
経
過
で
は
、
一
昨
年

数
回
に
及
ぶ
北
海
道
へ
の
台
風
被
害
に

関
連
し
、
本
組
合
穀
類
乾
燥
調
製
貯

蔵
施
設
の
復
旧
工
事
が
完
了
し
、
本
年

生
産
物
か
ら
受
け
入
れ
調
製
が
本
格
化

で
き
る
こ
と
、
振
興
作
物
の
ト
マ
ト

生
産
は
取
り
扱
い
５
，１
６
３
㌧
を

確
保
で
き
た
こ
と
、
酪
農
畜
産
で
は
生
乳

生
産
や
個
体
販
売
が
好
調
に
推
移
し

た
こ
と
な
ど
が
奏
功
し
、
区
域
内
農

業
総
生
産
高
は
計
画
比
１
０
３
．
６

％
の
１
２
２
億
８
千
２
百
万
円
を
確

保
し
、
各
種
交
付
金
を
含
め
る
と

１
５
５
億
５
千
９
百
万
円
と
前
年
に

続
い
て
高
い
実
績
を
確
保
で
き
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
総
代
会
来
賓
各
位
に
よ
る
挨

拶
で
は
、
浜
田
町
長
、
竹
内
道
議
会
議

員
、
濱
田
町
議
会
議
長
、
北
海
道
信

連
の
山
本
旭
川
支
所
長
の
４
氏
が
述

べ
、
来
賓
出
席
の
24
氏
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
議
事
進
行
役
の
議
長
に
は
、

谷
秀
雄
氏
（
豊
栄
）、
長
谷
川
宏
氏

（
五
陵
第
３
）
の
両
氏
が
選
任
さ
れ
、

提
出
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
の
水
稲
作
況
は
全
国

１
０
０
、
全
道
１
０
３
、
上
川
１
０
２

で
全
国
的
に
は
平
年
作
以
上
を
確
保

し
、
主
食
米
の
低
下
が
予
測
さ
れ
ま

し
た
が
、
結
果
的
に
は
道
産
米
は
好

価
格
で
推
移
。
生
産
者
所
得
に
結
び

付
い
た
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
協
同
活
動
結

集
の
成
果
と
し
て
の
当
期
剰
余
金
は

２
億
２
千
５
百
万
円
で
、
前
期
繰
越
剰
余

金
を
含
め
た
当
期
の
未
処
分
利
益
剰
余
金

は
２
億
５
千
１
百
万
円
と
な
り
、
事
業
を

通
じ
て
の
組
合
員
各
位
へ
の
利
用
還
元
を

前
提
に
し
た
考
え
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
は
農
業
振
興
計
画

の
最
終
年
に
あ
た
り
、
第
10
次
の
策
定
年

に
も
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
中
期

計
画
の
策
定
を
確
認
し
ま
し
た
。

協
同
を
軸
に
付
加
価
値
づ
く
り

営
農
と
生
活
に
直
結
し
た
事
業
を

第 67回
通常総代会　

拠
点
的
役
割
を
確
認

　区域内農業総生産 155 億 5900 万円（各種交付金含）
　当期剰余金は 2 億 2500 万円余に

JA綱領の朗唱

JA北海道大会の特別決議

総代のみなさん
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北
海
道
報
徳
農
業
善
行
賞  

 
総
代
会
祝
辞

 

早
坂
・
齋
藤
顕
彰

 
遠
藤
顕
彰

 

大
西
顕
彰

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す山田　紀善さん

（横牛第２）
美瑛町長

浜田　　哲氏

美瑛町議会議長
濱田　洋一氏

北海道信連旭川支所長
山本　茂誉氏

北海道議会議員
竹内　英順氏

江花　征一さん
（瑠辺蘂共和）

安藤　純一さん
（置杵牛上精美）

松原　幸司さん
（中宇莫別聖和）

尾形　直哉さん
（北瑛第１）

上村　陸さん
（赤羽）

山本　結太さん
（大村村山）

平
成
29
年
度

各
種
顕
彰
受
賞
者

　ＪＡびえいは 70 周
年を迎えた。美瑛農業
は過去 3年間順調に推
移した。今年は経験の
ない農業の発展、成果
が見込める。農業研修
施設も完成する。農業
振興が良い形で発展す
ることを願っている。

　平成 29 年は生産者各位の努力
で素晴らしい成績を残すことがで
きた。ＪＡの取り組みも固定資産
の取得、整備等組合員所得の確保
を前提に進めている。またタスマ
ニアにおける若手農業者の育成に
も力を入れ期待を致したい。種子
法の廃止など不透明な部分もある
がＪＡの役割を期待する。

　日ＥＵやＴＰＰ 11 の大筋合意
など、ＪＡグループ北海道として
必要な国境措置や価格対策など引
き続き取り組む。畜安法の改定な
どがあったものの、継続して生産
者が意欲の持てる運動を継続す
る。第 29 回ＪＡ北海道大会が開
催される。多様な意見を頂きなが
ら進むべき方向を検討する。

　穀類施設は 3月に工事を終え
立派に復旧、完成した。置杵牛川
も平成 32年に調査が入り、改修
工事が予定されている。道の予算
2兆 8500 億円で減額予算となっ
たものの、道農業基盤整備事業は
1200 億円が確保できた。要望を
受け国とのパイプ役を果たしたい。



　
総
代
の
皆
様
に
は
、
播
種
・

定
植
作
業
に
加
え
、
本
格
的
な

春
耕
期
を
控
え
、
何
か
と
ご
多

用
の
中
、
ご
出
席
を
賜
り
、
本

日
、
こ
こ
に
67
回
目
の
通
常
総

代
会
が
開
会
で
き
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
、
ご
多
忙
な
中
、
名
誉

組
合
員
の
遠
藤
元
会
長
、
大
西

前
組
合
長
、
浜
田
町
長
を
は
じ

め
、
竹
内
道
議
会
議
員
、
濱
田

町
議
会
議
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

ま
た
、
行
政
・
系
統
連
合
会
の

代
表
各
位
、
さ
ら
に
は
、
日
頃

か
ら
協
同
組
合
事
業
運
営
に
関

わ
り
の
深
い
関
係
組
織
の
来
賓

各
位
に
も
、
ご
臨
席
を
賜
り
ま

し
て
、
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
只
今
、
各
賞
の
顕
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
、
長
き
に
亘
り
、
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
、
お

礼
と
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
先

月
20
日
に
、
こ
の
会
場
に
お
き
ま
し
て
、

当
Ｊ
Ａ
の
創
立
70
周
年
の
記
念
式
典
を
挙

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
お

ら
れ
ま
す
皆
様
と
と
も
に
無
事
、
盛
会
裏

に
終
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、

重
ね
ま
し
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
温
暖
化
等
に
よ
る
異
常
気
象
を
、

目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
今
年
の
融
雪
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
組
合
の
定
点
に
よ
る
積
雪
調
査
で

は
、
４
月
８
日
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
平
年
よ
り
２
日
ほ
ど
早
い
融
雪
で
あ

り
、
今
年
の
春
作
業
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
好
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
も
の
と
期
待
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
７
月
に
「
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
」、

そ
し
て
、
11
月
に
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
」
が
大

筋
合
意
を
し
、「
重
要
品
目
の
輸
入
枠
拡
大
」

や
「
関
税
引
き
下
げ
」、「
そ
の
他
の
品
目

の
関
税
撤
廃
」
な
ど
、
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
で
総
需
要
が
縮
小
し
て
い
く
我
が

国
に
お
い
て
、
米
国
な
ど
大
輸
出
国
と
の

さ
ら
な
る
厳
し
い
競
争
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
政
府
に
対
し
、
ま

ず
、
合
意
の
内
容
と
日
本
農
業
に
与
え
る

影
響
を
精
査
し
、
生
産
者
へ
の
十
分
な
説

明
と
、
そ
れ
に
対
す
る
不
安
感
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
現
場
の
声
を
汲
み
取
っ
た
う

え
で
、
将
来
、
再
生
産
が
可
能
な
万
全
な

対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
し
て
、
強
く
訴

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
動
き
で
は
、
農
協
法

改
正
に
よ
り
、
公
認
会
計
士
に
よ
る
監
査

の
義
務
化
や
、
内
部
統
制
の
強
化
、
准
組

合
員
の
利
用
規
制
、
ま
た
、
信
用
事
業
で

は
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
影
響
に
よ
り
、
収
益

減
少
が
予
想
さ
れ
、
非
常
に
厳
し
い
環
境

と
な
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
自
主
・
自
立
の
組
織
で
あ

り
、
組
合
員
や
地
域
住
民
の
声
が
反
映
さ

れ
な
い
規
制
改
革
推
進
会
議
の
不
透
明
な

提
言
に
憤
り
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
Ｊ
Ａ
は
、
農
業
と
地
域
社
会
に
根
ざ

し
た
組
織
で
あ
り
、
協
同
組
合
原
則
に
掲

げ
る
「
自
主
・
自
立
」「
民
主
的
運
営
」
の

基
本
に
立
ち
、
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ

き
、
組
織
に
一
枚
岩
の
結
集
を
も
っ
て
す

れ
ば
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
れ
る
も
の
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
気
象
の
推
移
と
作
物
の

生
育
の
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
融
雪
は
平

年
よ
り
早
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
５
月
・
６
月
が
低
温
、
そ
し
て

日
照
不
足
と
な
り
、
各
作
物
の
生
育
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
７
月
は
好

天
に
恵
ま
れ
、
回
復
基
調
と
な
り
、
小
麦

の
収
穫
も
順
調
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
秋

の
収
穫
期
は
、
一
時
、
不
順
な
天
候
に
苦

慮
い
た
し
ま
し
た
が
、
総
じ
て
、
苦
労
が

報
わ
れ
る
結
果
と
な
り
、
畜
産
も
含
め
、

平
年
並
も
し
く
は
平
年
を
上
回
る
良
好
な

作
柄
と
な
り
ま
し
た
。

　
各
主
要
作
物
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

水
稲
が
、作
況
指
数
で
、「
全
国
１
０
０
」「
全

道
１
０
３
」「
上
川
１
０
２
」
と
予
測
さ
れ

た
中
で
、
取
扱
数
量
が
計
画
比
を
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
金
額
ベ
ー
ス
で

は
、
１
０
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
で
最
も
作
付
け
が
多
い
、
小
麦
は
、

出
荷
量
で
過
去
最
高
を
記
録
し
た
昨
年
と

比
べ
、
６
万
俵
少
な
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
が
、
平
年
並
み
と
い
う
作
況
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
一
昨
年
、
台
風
に
よ
る

水
害
の
被
害
を
受
け
た
穀
類
乾
燥
調
製
貯

蔵
施
設
の
復
旧
工
事
が
先
月
、
す
べ
て
完

了
し
、
さ
ら
に
効
率
的
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
　
振
興
作
物
の
一
つ

で
あ
る
ト
マ
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
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組合長 開会のあいさつ（要旨）

熊谷代表理事組合長の開会挨拶

法
改
正
・
Ｊ
Ａ
経
営
に
課
題
多
く



高
が
５
，
１
６
３
㌧
で
昨
年
に
引
き
続
き
、

15
億
円
に
達
し
、
本
町
蔬
菜
生
産
の
主
力

品
目
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
馬
鈴
薯
で
は
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業

　
酪
農
、
畜
産
で
は
、
29
年
度
も
生
産
者

努
力
に
よ
り
生
乳
生
産
量
が
伸
び
、
個
体

販
売
も
肉
相
場
の
高
騰
や
後
継
牛
の
頭
数

不
足
か
ら
、
高
値
で
推
移
し
、
良
好
な
年

と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
の

農
業
生
産
で
あ
り
ま
す
が
、
区
域
内
農

業 

総
生
産
高
は
、
計
画
比
１
０
３
，
６
％

の
１
２
２
億
８
，
２
０
０
万
円
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
各
種

交
付
金
を
含
め
ま
す
と
、
１
５
５
億
５
，

９
０
０
万
円
と
い
う
、
前
年
に
引
き
続
き

高
い
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
良
好
な
生
産
高
が
農
協
事
業

に
も
大
き
く
反
映
し
、
ま
た
、
組
合
員
各

位
の
結
集
に
よ
り
ま
し
て
、
協
同
組
合
活

動
の
成
果
と
し
て
の
平
成
29
度
の
当
期
剰

余
金
は
、
２
億
２
，
５
０
０
万
円
と
な
り
、

の
一
環
と
し
て
、
大
型
収
穫
機
バ
リ
ト
ロ

ン
を
導
入
し
、
加
工
馬
鈴
薯
が
伸
び
、
今
後
、

生
産
拡
大
に
よ
り
、
組
合
員
の
所
得
向
上

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
お
り
ま
す
。

　
新
年
度
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
ま
し

て
は
、
今
年
度
、
29
回
目
と
な
る
３
年
に

一
度
の
Ｊ
Ａ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
第

28
回
の
北
海
道
大
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た

『
北
海
道
５
５
０
万
人
と
共
に
つ
く
る
「
力

強
い
農
業
」
と
「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」』

に
関
す
る
決
議
事
項
の
結
果
が
求
め
ら
れ

ま
す
。「
農
業
所
得
20
％
増
大
」
と
い
う
具

体
的
な
目
標
数
値
を
掲
げ
て
、
組
織
と
し

て
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
は
、
当
Ｊ
Ａ
中
期

５
ヵ
年
計
画
の
最
終
年
度
で
も
あ
り
、
第

10
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
年
で
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
実
践
し
、
実
現
に

向
け
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
重
点
事
項
と
し
ま
し
て
は
、
輪
作
体
系

の
維
持
・
改
善
と
所
得
安
定
に
向
け
た
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
の
拡
大
に
よ
る
馬
鈴

薯
作
付
面
積
の
拡
大
、
加
工
野
菜
の
生
産

拡
大
、
さ
ら
に
、
関
連
会
社
協
力
に
よ
り

昨
年
整
備
さ
れ
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

を
有
効
に
活
用
し
、
直
接
販
売
の
優
位
性

と
物
流
改
善
に
よ
っ
て
、
販
売
力
の
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
以
降
、
新
た
な
米
政
策
が
は

じ
ま
り
ま
す
。
早
く
か
ら
直
接
販
売
に
よ
っ

て
営
業
活
動
を
展
開
し
、
美
瑛
産
米
に
対

す
る
道
内
外
の
卸
業
者
の
ニ
ー
ズ
は
強
く
、

追
い
風
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
米
を
め

ぐ
る
情
勢
変
化
に
よ
る
全
国
的
な
動
き
を

注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ほ
か
、
担
い
手
の
育
成
や
、
女
性

の
活
躍
支
援
な
ど
の
組
織
の
あ
り
方
検
討

を
進
め
る
ほ
か
、
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
削

減
、
施
設
集
約
に
よ
る
効
率
化
の
促
進
、

さ
ら
に
は
、
他
企
業
・
地
域
住
民
と
の
関

係
強
化
の
取
り
組
み
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
固
定
資
産

整
備
計
画
も
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
計
画
の
実
践
に
あ
た
っ
て
は
、
組
合
員

各
位
を
は
じ
め
、
青
年
・
女
性
部
な
ど
の

組
織
活
動
、
各
生
産
部
会
と
共
に
、
手
を

携
え
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
の
総
代
会

に
、
８
件
の
議
案
を
提
出
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ご
理
解
を
頂
き
、
建
設
的
な
ご
意
見

の
中
で
、
総
代
会
が
運
営
さ
れ
ま
す
よ
う
、

特
段
の
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
開
会

の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

前
期
繰
越
剰
余
金
を
含
め
た
当
期
未
処
分

利
益
剰
余
金
は
、
２
億
５
，
１
０
０
万
円

で
あ
り
ま
す
。

　
剰
余
金
処
分
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

の
ち
ほ
ど
議
案
の
中
で
ご
説
明
さ
せ
て

頂
き
ま
す
が
、
事
業
を
通
じ
て
の
組
合

員
へ
の
利
用
還
元
を
前
提
に
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
一
方
で
は
、
自
己
資
本

比
率
の
向
上
を
は
じ
め
と
す
る
財
務
基

盤
の
強
化
、
農
協
経
営
の
健
全
性
な
ど

が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
配
分
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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区
域
内
農
業
総
産
高
は
１
５
５
億
５
千
万
円
余（
交
付
金
含
む
）、

前
年
比
好
調
に
推
移

営
農
と
生
活
に
直
結
し
た
Ｊ
Ａ
事
業
、

農
業
振
興
計
画
策
定
は
多
彩
な
実
践
計
画
を
盛
り
込
ん
で



6

第1132号　平成30年5月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

常務理事
北野　和男
東町１丁目

理事・業務委員・農家経済対策特別委員長
草野　恒之

旭第２

理事・総務委員長・農家経済対策特別委員
神成　博美
新区画向上

信用担当理事・金融部長
加藤　護
幸町４丁目

監事
柏倉　秀伸

美沢早崎

退任役員
ごくろうさまでした
理事 4名、監事 1名
　平成 30 年 4 月開催の第 67 回
通常総会をもちまして、役員（理
事 4名、監事 1名）が退任するこ
ととなりました。協同事業の推進
に役割の発揮を頂きました。ご苦
労様でした。
（役職名は前職でご案内させてい
ただきます）

　
Ｊ
Ａ
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
新
役
員
（
理
事
、
監
事
）
が
４
月
５
日
の
第
67
回
通
常
総
代
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
選
任
決
議
を
受
け
、
第
１
回
理
事
会
及
び
監
事
会
を
開
催
し
、
次
の
通
り
向
う
３
ヶ
年
の

常
勤
役
員
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。
代
表
理
事
組
合
長
に
は
熊
谷
留
夫
氏
、
代
表
理
事
専
務
に
浦
島
規
生
氏
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
常
務
理
事
に
は
渡
辺
和
也
氏
が
就
任
。
信
用
担
当
理
事
に
は
中
村
紀
之
氏
が（
新
任
）

就
任
し
ま
し
た
。
監
事
会
で
は
代
表
監
事
に
山
本
英
之
氏
が
再
任
さ
れ
常
勤
監
事
に
吉
尾
豊
氏
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
30
年
度
Ｊ
Ａ
事
業
が
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

代表理事組合長
熊谷　留夫

新星第１

常務理事
渡辺　和也

美馬牛南 1 丁目

理事・総務委員
櫻井　盛明

藤野中央

理事・業務委員
青嶋　秀雄

旭第 4

　
理
　
　
　
事
（
敬
称
略
）

　
監
　
　
事
（
敬
称
略
）

代表理事専務
浦島　規生

北瑛第 3

理事・総務委員長・農家経済対策特別委員
藤田　元弘

水沢新生

理事・業務委員
山田　剛
横牛第２

理事・総務委員
下司　和広
栄町 4 丁目

理事・総務委員・農家経済対策特別委員長
村上　聡和

赤羽

理事・総務副委員長・農家経済対策特別委員
米田　浩幸

美沢共立

信用担当理事・金融部長
中村　紀之
中町 2 丁目

理事・業務委員長・農家経済対策特別委員
真田　佳則

美田夕張

理事・業務副委員長・農家経済対策特別委員
江花　秀一
瑠辺蘂共和

理事・業務委員・農家経済対策特別副委員長
吉井　鉄也
宇莫別拓殖

新

新新新

新

○

○○○

○
代表監事

山本　英之
旭第５

常勤監事
吉尾　豊
東神楽町

監事
太田　満
瑠辺蘂第１

監事
福田　弘行
俵真布中央

監事
谷口　学

　新区画向上

第 1回
理事会

Ｊ
Ａ
役
員
の
体
制
が
新
た
に
な
り
ま
す

新
常
勤
役
員
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
を
選
任

組
合
長
・
専
務

常
　
務
・
常
　
監

信
用
担
当
理
事

（         

　
　
）
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新
総
代
が
決
ま
り
ま
し
た

　

現
状
に
合
わ
せ
て
総
代
定
数
が
変
更
と
な
っ
た
総
代
選
挙
規
程
に
基
づ

き
、
新
総
代
１
８
０
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
総
代
選
挙
で
は
、

総
代
定
数
と
候
補
者
数
が
同
数
で
し
た
の
で
、
無
投
票
で
当
選
が
確
定
致
し

ま
し
た
。
任
期
は
２
０
２
１
年
４
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
■ 

第
１
選
挙
区　
　
　

定
数 

24

　
■ 

第
３
選
挙
区　
　
　

定
数 

16

　
■ 

第
４
選
挙
区　
　
　

定
数 

22

　
■ 

第
６
選
挙
区　
　
　

定
数 

19

　
■ 

第
９
選
挙
区　
　
　

定
数 

17

　
■ 

第
10
選
挙
区　
　
　

定
数 

18

　
■ 

第
11
選
挙
区　
　
　

定
数 

6

　
■ 

第
７
選
挙
区　
　
　

定
数 

13

　
■ 

第
８
選
挙
区　
　
　

定
数 

20

　
■ 

第
５
選
挙
区　
　
　

定
数 

15

　
■ 

第
２
選
挙
区　
　
　

定
数 

10

佐　

藤　

祐　

樹

髙　

橋　

惣　

治

富　

永　

浩　

貴

藤　

田　

浩　

行

新　

田　

博　

之

佐　

藤　

孝　

弘

村　

上　

正　

幸

佐　

藤　

仁　

俊

太　

田　

裕　

範

外　

山　

貴　

司

斉　

藤　

雅　

司

小
木
田　

匡　

之

古　

川　

勝　

義

市　

村　

繁　

吉

佐　

藤　

信　

夫

小　

川　

恭　

弘

古　

川　

智　

章

舟　

山　

智　

章

有　

富　

友　

昭

黒　

澤　

直　

也

田　

嶋　

知　

樹

藤　

田　

真　

章

田　

島　

直　

哉

野　

田　

幸　

伸

畑　

中　
　
　

守

岩　

田　

克　

彦

水　

口　

征　

人

木　

川　

政　

信

山　

岸　

敬　

貴

上　

田　

雅　

樹

角　

和　

浩　

幸

近　

藤　

富　

治

蜂　

谷　

英　

昭

沢　

尻　

朋　

希

増　

山　

勝　

範

増　

田　
　
　

崇

野
老
山　

直　

樹

角　

田　

博　

美

増　

山　

敏　

之

本　

山　

忠　

寛

白　

間　

篤　

史

酒　

井　

光　

秀

鹿　

島　

右　

文

白　

木　

文　

寿

渡　

辺　

秀　

二

寺　

林　

憲　

秀

小　

関　

恵　

子

村　

井　

隆　

之

井　

澤　

利　

文

舟　

木　
　
　

健

荒　

川　
　
　

亘

石　

崎　

一　

雄

大　

井　

徳　

和

草　

野　

将　

樹

中　

農　

博　

之

丸　

田　
　
　

潤

田　

村　

範　

夫

山　

島　

宏　

太

荒　

川　

博　

彦

杉　

山　

直　

人

松　

村　

義　

昭

長
谷
川　
　
　

宏

大　

原　
　
　

健

嵯　

城　

裕　

之

林　
　
　

大　

祐

森　

平　

敏　

文

神　

成　

一　

弘

甲　

野　

晴　

揮

安　

藤　

友　

哉

白　

田　

安　

弘

田　

原　

勝　

彦

鈴　

木　

福
太
郎

山　

崎　

智　

明

通　
　
　

明　

秀

小　

口　

勝　

義

山　

下　

智　

也

佐　

藤　

邦　

彦

長
谷
川　

涼　

子

入　

江　

光　

彦

寺　

口　

方　

水

大　

坪　

正　

明

長
谷
川　

勝　

洋

河　

村　

将　

弘

森　

山　

一　

夫

坂　

上　

善　

彦

石　

黒　
　
　

誠

馬　

場　

英　

之

谷　

口　

幹　

男

熊　

谷　

憲　

儀

北　
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日
頃
の
女
性
部
の
事
業
活
動
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
道
内
女
性
組
織
活
動

の
今
後
に
資
す
る
道
大
会
が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
66
回
の
全
道
女
性
部
通
常
総
会
を
通
じ
Ｊ
Ａ
び
え
い
女
性
部
の
山
本

部
長
が
各
種
取
り
組
み
を
発
表
。見
事
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。そ
の
内
容

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

道大会で優秀賞に！

　
美
瑛
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
す
。
美
瑛

の
丘
は
様
々
な
作
物
を
植
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
見
事
な
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
描
き
ま
す
。
ま

た
、
輪
作
を
行
っ
て
い
る
の
で
同
じ
畑
で
作

る
作
物
が
毎
年
の
よ
う
に
変
わ
る
た
め
、
一

度
見
た
ら
二
度
と
同
じ
景
色
を
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
「
一

期
一
会
の
景
色
」
は
、
農
業
と
観
光
が
一
体

と
な
っ
て
織
り
成
す
奇
跡
で
す
。
近
年
で
は

テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
美
瑛
町
の
特
集
が
組
ま
れ

る
ほ
ど
人
気
の
観
光
地
と
な
り
、
ケ
ン
と
メ

リ
ー
の
木
や
四
季
彩
の
丘
な
ど
の
有
名
な
観

光
地
は
、
国
内
外
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
す
。
特
に
ア
ッ
プ
ル
社
の
パ
ソ
コ
ン

ト
ッ
プ
画
面
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
青
い
池

は
、
夏
休
み
に
は
駐
車
場
に
入
る
の
に
２
時

間
待
ち
の
渋
滞
が
起
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

町
の
規
模
と
し
ま
し
て
は
、
面
積
が
東
京
23

区
と
ほ
ぼ
同
じ
６
７
７.

２
㎢
、
人
口
が
約

１
万
人
の
穏
や
か
な
町
で
、
冬
は
寒
く
、
夏

は
暑
い
内
陸
性
の
気
候
が
特
徴
で
す
。
そ
の

上
、
夏
の
昼
間
は
ぐ
っ
と
気
温
が
上
が
っ
て

暑
く
な
り
ま
す
が
、
夜
は
涼
し
い
、
農
業
に

ぴ
っ
た
り
の
環
境
。
そ
の
お
か
げ
で
、
美
瑛

町
で
は
様
々
な
作
物
が
生
産
で
き
ま
す
。
畑

作
４
品
を
中
心
に
、
ト
マ
ト
や
ア
ス
パ
ラ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
野
菜
類
、
お
米
、
酪
農
。

豊
富
な
農
産
物
を
使
っ
た
加
工
品
の
開
発
・

販
売
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
我
が
町
自
慢
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
女
性
部

の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
Ｊ
Ａ
び

え
い
女
性
部
は
現
在
部
員
70
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
構
成
員
は
比
較
的
若
く
、
40
代
後

半
か
ら
50
代
前
半
の
方
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
主
な
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
、
年

２
回
、
夏
と
冬
に
開
催
す
る
研
修
会
と
、
８

月
の
ど
か
ん
と
農
業
ま
つ
り
で
販
売
す
る
大

鍋
豚
汁
の
調
理
・
販
売
手
伝
い
、
地
元
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
食
育
調
理
実
習
、
役
員

全
員
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
役
員
研
修
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
昨
年
度
は
、
夏
の
研
修
は
劇

団
四
季
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
観
劇
と
白
い

恋
人
パ
ー
ク
ク
ッ
キ
ー
お
絵
か
き
体
験
の
２

コ
ー
ス
か
ら
希
望
の
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
町

外
研
修
、
冬
の
研
修
は
さ
く
ら
ほ
り
き
り
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
ど

ち
ら
も
と
て
も
人
気
で
、
例
年
以
上
に
参
加

率
も
よ
く
、
部
員
か
ら
も
大
変
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
役
員
研
修
は
東
京
ま
で
行
っ
て
、
美

瑛
町
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
美
瑛
選
果
」

の
見
学
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
生
産
し
た

物
が
消
費
者
の
手
に
ど
の
よ
う
に
し
て
渡
っ

て
い
る
の
か
知
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
の

は
も
ち
ろ
ん
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
も
の
を

作
り
続
け
な
け
れ
ば
と
い
う
使
命
感
が
生
ま

れ
、
今
後
の
営
農
に
よ
り
一
層
励
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
い
る
と
、
つ
い
良
い
こ
と
ば
か

り
を
お
伝
え
し
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
つ
ら
い
現
実
に
も
直
面
し
て
い
ま

す
。
一
番
切
迫
し
て
い
る
問
題
は
、
お
そ
ら

く
ど
こ
の
Ｊ
Ａ
女
性
部
さ
ん
で
も
悩
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
が
、
部
員
の
減
少
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
農
家
戸
数
自
体
の
減
少
な

ど
女
性
部
だ
け
で
は
到
底
対
処
し
き
れ
な
い

問
題
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
を
悩

ま
せ
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
近
年
、
役
員
を
す
る
の
が
負
担
だ
と
い

う
こ
と
で
、
支
部
の
メ
ン
バ
ー
が
全
員
や
め

て
し
ま
う
休
部
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
部
員

減
少
が
急
加
速
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

役
員
の
人
数
や
役
員
会
の
回
数
を
減
ら
し
て

少
し
で
も
負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
に
は
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
部
員
の
減
少
を
食
い
止
め

る
ほ
ど
の
効
果
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ま
ま
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
だ
け
で

は
、
い
ず
れ
女
性
部
は
消
滅
し
て
し
ま
う
。

そ
の
危
機
感
か
ら
、
私
た
ち
は
去
年
、
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
に
も
組
織
再
編
検
討
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
女
性
部
の
み
な
ら
ず
、
組
織
活

動
全
体
の
問
題
や
そ
の
解
決
に
向
け
て
ど
う

行
動
す
れ
ば
い
い
か
を
各
組
織
の
代
表
や
Ｊ

Ａ
役
員
・
事
務
局
を
中
心
に
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
私
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、

女
性
部
の
問
題
点
の
洗
い
出
し
で
す
。
今

ま
で
部
員
か
ら
聞
い
て
い
た
話
や
、
自
分
た

ち
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
整
理
し
て
み
る
と
、

現
在
の
女
性
部
の
機
構
と
役
員
の
選
考
方
法

に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今

ま
で
は
、
７
支
部
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
か
な
り
の
支
部
が
休

部
し
て
し
ま
っ
た
状
態
で
、「
女
性
部
に
加

入
し
た
い
け
れ
ど
、
自
分
の
地
区
に
あ
る
支

部
が
休
部
し
て
い
る
の
で
加
入
で
き
な
い
」

と
い
う
声
が
出
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
支

部
・
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
交
代
で
役
員
を
出
す
の

で
、
人
数
が
少
な
い
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
ほ
ど

負
担
が
か
か
り
や
す
く
、
そ
う
い
っ
た
支
部

か
ら
休
部
が
進
ん
で
い
た
の
も
特
徴
で
し
た
。

こ
の
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
最

ＪＡ女性部の活動報告

堂々と発表する山本部長
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初
に
思
い
つ
い
た
の
は
、
支
部
制
・
ブ
ロ
ッ

ク
制
の
廃
止
で
し
た
。
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
と

い
う
縛
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
支
部
ご
と

休
部
す
る
」「
支
部
と
い
う
受
け
皿
が
な
い

か
ら
女
性
部
に
加
入
で
き
な
い
」
と
い
う
状

態
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
支

部
・
ブ
ロ
ッ
ク
を
な
く
し
て
し
ま
う
と
、
今

ま
で
の
各
支
部
か
ら
交
代
で
役
員
が
出
る
と

い
う
役
員
選
考
の
方
法
が
成
り
立
た
な
く
な

り
ま
す
。
私
た
ち
は
次
に
、
役
員
選
考
の
方

法
を
考
え
ま
し
た
。「
す
ぐ
に
役
員
が
回
っ

て
く
る
」「
何
度
も
役
員
を
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

た
い
。
そ
の
強
い
気
持
ち
か
ら
、
女
性
部
の

役
員
定
数
を
減
ら
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

結
果
、
部
長
と
監
事
の
２
名
体
制
を
と
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
役
員
数
は
現
在
の
４
名
か

ら
半
分
に
な
り
、
そ
の
分
何
度
も
役
員
に
当

る
可
能
性
は
低
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
各
支

部
・
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
役
員
を
選
出
す
る
方
法

を
や
め
て
、
前
任
の
役
員
と
事
務
局
で
後
任

の
役
員
を
推
薦
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
家
庭

の
事
情
で
役
員
に
な
る
の
が
難
し
い
人
が
、

無
理
に
役
員
に
就
任
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

配
慮
し
て
選
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
こ

の
方
法
を
と
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
、
平
成
31
年
度
か
ら
実
行
す
る

予
定
で
す
。

　
そ
の
他
、
女
性
部
に
も
個
人
主
義
の
風
潮

が
強
ま
る
中
で
、
も
っ
と
個
々
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
考
え
、

サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
活
動
は
昨
年
度
か
ら
開
始
し
て
い

て
、
現
在
は
書
道
サ
ー
ク
ル
・
手
芸
サ
ー
ク

ル
・
料
理
サ
ー
ク
ル
の
３
つ
の
サ
ー
ク
ル
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ま
だ
参
加
者

は
少
な
い
で
す
が
、
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
先
、
さ
ら
に
サ
ー
ク

ル
の
数
を
増
や
し
て
、
よ
り
多
く
の
部
員
の

細
か
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
運
営
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
び
え
い
女
性
部
は
今
後
活
動
を
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
変
革
の
舵
を
、
以
上
の

方
向
に
大
き
く
切
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
も
女
性
の
正
組
合

員
化
に
乗
り
出
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
推
進

活
動
が
始
ま
る
予
定
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
ら
の
改
革
が
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
か
と
い

う
不
安
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
不
安
ば
か

り
を
数
え
て
な
に
も
行
動
で
き
な
い
よ
う
で

は
、
い
ず
れ
女
性
部
は
衰
退
し
、
そ
の
組
織

の
意
義
も
忘
れ
ら
れ
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う

願
い
も
込
め
て
、
今
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
こ
の
先
女
性
部
と
し
て
活
動
し

て
い
く
中
で
、
今
以
上
に
大
き
な
問
題
に
直

面
す
る
こ
と
も
き
っ
と
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
時
、
先
輩
た
ち
が
作
り
上
げ
た
女
性
部
を

守
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
時
代
に
合
わ
せ
て
、

柔
軟
に
あ
り
方
を
変
え
て
い
く
の
も
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
に
必
要
な
の

は
、
先
輩
た
ち
が
築
き
上
げ
た
女
性
部
の
伝

統
を
守
り
、
受
け
継
い
で
い
く
姿
勢
と
、
時

流
を
読
み
、
そ
の
時
代
に
も
っ
と
も
適
し
た

組
織
の
あ
り
方
を
常
に
追
求
し
て
い
く
姿
勢
、

こ
の
両
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
き
な

変
革
の
時
を
迎
え
て
い
る
今
こ
そ
、
女
性
ら

し
い
柔
軟
な
思
考
と
態
度
で
時
流
を
見
つ
め
、

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地区担当者が変わりました
よろしくお願いします

　営農部職員の地区担当が
別記の通り変更となりました

のでご案内します。

【担当地区】美沢
課長　江花　光春

【担当地区】原野、新区画、置杵牛
主任　工藤　優佳

【担当地区】明治、赤羽、大三、宇莫別、
福富三愛、水沢

係　河上　慶太

【担当地区】新星、美馬牛、ルベシベ、二股
係長　清治　幸生

【担当地区】藤野、北瑛、大村、美田、旭、五稜
主任　眞鍋　啓太

【担当地区】横牛、朗根内、俵真布
　　

係　小崎　雅也
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　政治の混乱が続いている。国の最高機関で
は、国民の暮らしや経済の重要な法案が全く
審議されないまま国有財産の値引き問題や大
学の認可問題、さらには財務省高級官僚の人
権問題などで翻弄されている。農業、農政問
題で北海道農業に深刻な問題を与えそうなの
が先の日米首脳会談で、新たな貿易協議を開
始したとの報道だ。新協議の場で、日米自由
貿易協定（ＦＴＡ）の交渉開始を迫ってくる
可能性が高まっている。農産物の市場開放め
ぐる安易な譲歩は国内農業、農振に深刻な打
撃を与えかねないことから国には毅然とした
対応の貫徹を望むものである。加えて、最近
の農業政策で無視できない「コメつぶし」政
策には怒りを憶える。2018 年産のコメの直
接支払交付金と減反政策（国による生産調整）
の廃止は農業者には深刻で、特に 7,500 円

（10㌃）の交付金廃止は農業者収入をそっく
り失わせ稲作経営が立ち行かなくなり困窮す
るのは明白だ。
　さらに深刻な問題がある。種子法の改正に
おいてのフォーラムが 3 月末に札幌市で開か
れた。遺伝子組み換え作物や、ＴＰＰ問題に
詳しい「道新・論説委員」の話によると、種
子の世界的な動きについて、企業が有する「種
子の知的財産権」を盾に遺伝子組み換え作物
がどんどん広がり、遺伝子レベルで食料を支
配する種子企業の戦略が着々と進行している
と警鐘を鳴らしている。公的種子の安定生産
と安定供給を担保にしていた日本の種子法は
企業戦略の障害となることからこれが種子法
の「不可解な廃止｣ に繋がったとされている。
種子法の廃止は①試験場がなくなる②遺伝資
源が売られる③種子が高騰し供給が不安定に
なる④種子の多様性が失われる⑤農業の形が
変わるなどが挙げられている。特に企業ベー
スで種子が農薬や肥料などの資材とセットで
販売される。いわば種子を「人質に」自由な
販売や購買の自由がなくなり「企業による種
子支配」の危険が迫っていると訴えている。

農
業
担
い
手
研
修
収
穫
報
告
会

タ
ス
マ
ニ
ア
産
南
瓜
、平
均
1.7
㌧
の
収
穫
量
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　政治混乱の陰で
迫る企業の種子支配

も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
食
会
に
は
試
験
栽
培
さ
れ
た「
く
り

じ
ま
ん
」「
く
り
ゆ
た
か
」の
２
品
種
が
登

場
。苗
立
て
は
セ
ル
ト
レ
ー
ポ
ッ
ト
で
、

１
，８
０
０
粒
を
タ
ス
テ
フ
に
委
託
。栽
培

に
は
マ
ル
チ
を
使
用
・
未
使
用
、麦
わ
ら
マ

ル
チ
の
３
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、作
付
け
地
は

水
は
け
が
よ
く
乾
燥
地
帯
で
あ
る
こ
と
か

ら
、灌
水
は
週
１
回
、２
週
間
に
１
回
、そ

し
て
灌
水
は
行
わ
な
い
タ
イ
プ
で
比
較
栽

培
が
行
わ
れ
ま
し
た
。南
瓜
の
収
穫
に
は

当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
現
地
に
出
向
き
、収
穫
・
選

別
方
法
、規
格
基
準
等
を
確
認
。今
回
は

　

北
海
道
と
気
候
が
真
逆
の
地
、南
半
球
の

豪
州
タ
ス
マ
ニ
ア
で
の
農
業
担
い
手
研
修

は
、当
Ｊ
Ａ
が
若
手
農
業
者
の
農
業
生
産
技

術
を
高
め
、加
え
て
外
国
の
文
化
交
流
も
兼

ね
て
人
材
の
育
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
た「
平
成
29
年
度
農
業
担
い
手
研
修
」が

一
応
の
区
切
り
を
迎
え
、タ
ス
マ
ニ
ア
で
栽

培
し
て
い
た
成
果
と
し
て
の「
南
瓜
」試
食

会
が
４
月
17
日
、当
Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、収
穫
量
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
日
は
タ
ス
マ
ニ
ア
研
修
参
加
青
年
部
の

皆
さ
ん
や
熊
谷
組
合
長
を
は
じ
め
、ロ
ナ
ル

ド
グ
リ
ー
ン
札
幌
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
事

空
輸
に
て
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
箱
詰
め
さ
れ
た

も
の
が
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
量
は
２
品
種
合
わ
せ
て
10.

２
㌧
で

10
㌃
当
た
り
の
収
穫
量
は
１.

７
㌧
と
予

想
以
上
の
収
穫
量
を
確
保
し
て
い
ま
す
。収

穫
品
の
製
品
率
は
Ａ
品
が
ツ
ル
傷
や
日
焼

け
で
予
想
に
反
し
た
こ
と
、強
風
に
よ
る
ツ

ル
へ
の
傷
も
見
ら
れ
次
年
度
へ
の
課
題
が

示
さ
れ
ま
し
た
。ロ
ナ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
札
幌

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
事
は「
種
の
問
題
や
事

業
の
問
題
な
ど
課
題
が
あ
っ
た
中
で
成
果

品
と
し
て
の
南
瓜
が
生
産
で
き
た
。研
修
は

こ
れ
だ
け
で
な
く
今
後
も
続
け
て
い
け
れ

ば
」と
話
し
、タ
ス
マ
ニ
ア
は
世
界
で
最
高

に
キ
レ
イ
な
空
気
の
地
域
と
訴
え
て
い
ま

し
た
。今
後
の
事
業
計
画
で
は
年
末
の
定
植

機
、３
月
頃
の
収
穫
期
に
そ
れ
ぞ
れ
３
名
が

派
遣
さ
れ
ま
す
。

真逆な気候地域の研修成果は



一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
●
檜
山
靖
洋

風
通
し
良
く

　
５
月
の
第
２
週
の
日
曜
日
は
「
母
の

日
」
で
す
。
母
の
日
に
は
花
な
ど
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
良
い
機
会
で
す
。
母
の
日

の
花
と
い
え
ば
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
定

番
で
す
ね
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
ナ
デ

シ
コ
科
の
多
年
草
で
す
。
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
花
言
葉
は
、
色
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
が
、
赤
は
「
母
へ
の
愛
」、
ピ

ン
ク
は
「
感
謝
」
な
ど
、
赤
や
ピ
ン
ク

が
母
の
日
に
は
ふ
さ
わ
し
そ
う
で
す
。

　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
長
く
楽
し
む
た

め
に
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
管
理
し

ま
し
ょ
う
。
水
や
り
は
土
の
表
面
が
乾

い
た
ら
、
た
っ
ぷ
り
水
を
あ
げ
る
よ
う

に
し
、
つ
ぼ
み
に
は
水
を
掛
け
な
い
よ

う
に
す
る
の
が
良
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、

日
当
た
り
の
良
い
場
所
に
置
く
の
が
良

い
と
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、
暑
さ
に
は
弱

い
の
で
風
通
し
の
良
い
場
所
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
を
長
持
ち
さ

せ
て
家
庭
円
満
、
家
族
の
間
の
「
風
通

し
」
も
良
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中

央
会
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の

実
践
や
そ
の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的

に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み

内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様

の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事

業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・

健
康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
組
織
す
る

北
海
道
農
協
政
治
連
盟
が
、
次
期
参
議
院

選
全
国
比
例
区
で
の
組
織
代
表
候
補
と

し
て
、
黒
田
栄
継
氏
を
全
国
農
政
連
に
推

薦
し
ま
し
た
。

　

黒
田
氏
は
芽
室
町
で
畑
作
経
営
を
営

ん
で
お
り
、
平
成
26
度
に
全
青
協
会
長
を

務
め
、
組
織
活
動
で
つ
ち
か
っ
た
判
断

力
・
行
動
力
と
全
国
的
な
知
名
度
が
あ
り

ま
す
。
農
政
課
題
が
山
積
す
る
中
、
現
役

農
業
者
の
代
表
を
国
政
に
送
り
、
世
論
形

成
の
核
と
な
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

黒
田
氏
と
現
職
山
田
と
し
お
氏
を
含

め
、
３
名
で
の
予

備
選
挙
が
６
月
上

旬
ま
で
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
の

で
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

食
と
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
平
成
20
年
度

か
ら
、
食
農
教
育
等
を
テ
ー
マ
と
し
た

教
材
本
を
製
作
し
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
道

内
の
小
学
校
へ
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
全
道
１
，
０
７
９
校
の
小
学

校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
に
贈
呈
し
ま

す
。

　

な
お
、
本
会
か

ら
は
北
海
道
教
育

委
員
会
へ
教
材

本
の
贈
呈
を
行
い
、

教
材
活
用
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
女
子

陸
上
競
技
部
は
、

２
０
１
８
年
度
の
新

体
制
に
つ
い
て
記
者

発
表
を
行
い
、
長
渡

新
監
督
の
も
と
「
覚

悟
と
挑
戦
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
菊
地
優
子
選
手
を
主
将
に
、
寺

島
優
奈
、
不
破
亜
莉
珠
の
新
人
２
選
手

を
加
え
た
10
名
で
全
日
本
実
業
団
女
子

駅
伝
や
個
人
種
目
で
の
目
標
達
成
に
挑

み
ま
す
。
長
渡
新
監
督
は
「
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
。
新
し
い
部
の
歴
史
に
名

を
残
せ
る
よ
う
な
結
果
を
今
シ
ー
ズ
ン

か
ら
残
し
て
い
け
る
よ
う
精
進
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

北海道教育委員会教育長へ贈呈

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
、
こ
ど
も
共
済
の

資
料
請
求
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
ど
も
共
済
は
、
お
子
さ
ま
・
お
孫

さ
ま
の
学
資
金
を
計
画
的
に
準
備
で

き
、
給
付
率
は
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
。
ま
た
、２
０
１
７
年
度
に
「
マ
ザ
ー

ズ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
」
を
受
賞
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
資
料
請
求
を
さ
れ
た
方

先
着
６
０
，
０
０
０
名
様
に
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
お
食
事
エ
プ
ロ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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山田奈美　著
■ 1,080 円（税込）

薬膳研究家の著書による、楽
しくて暮らしに役立つ「梅し
ごと」。カビが生えにくく失敗
しない梅干しのの作り方はも
ちろん、梅を使った簡単おか
ずから作りおきおかず、おや
つまで、体にやさしい梅レシ
ピを紹介。

上島亜紀　著
■ 1,296 円（税込）

面倒な揚げものがほんの少し
の油でも絶品の仕上がりにな
る画期的なレシピ。失敗が
なく後片付けもラクちんで時
短・節約にもなる揚げ方を紹
介。定番のから揚げから作り
おきおかず、スイーツまで。
充実の 63 品。

梅干しから梅酒、毎日の梅レシピまで
旬を楽しむ梅しごと

1/5の油で5倍おいしい！
フライパンでラクちん揚げもの
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1 5

11 18

16 20

21

B

C

D

19

11 14 17

15

12

16

13

10

E

7

8

9

6

3

2

4

☆
当
選
者
は

三
田
村　

千
恵
子
さ
ん

高　

橋　

和　

子
さ
ん

橋　

本　

エ
ミ
子
さ
ん

山　

家　

成　

江
さ
ん

以
上
の
４
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
株
主—

—

は
６
月
に
多
数
開
か

れ
ま
す

②—
—

に
挟
ん
だ
ん
だ
け
ど
…
…

A
さ
ん
、
結
婚
す
る
ん
だ
っ
て
？

③
ポ
ジ
の
反
対
語

⑤
H
と
か
O
H
と
か

⑥
６
月
の
第
３
日
曜
日
は—

—

の

日
で
す

⑧
小
麦
粉
の
こ
と

⑫
親
指
の
別
名
で
す

⑬—
—

の
洗
い
を
酢
み
そ
で
食
べ
た

⑭
ヒ
ナ
は
ひ
よ
こ
。
と
さ
か
が
あ

り
ま
す

⑮
呼
吸
で
血
液
中
に
取
り
込
み
ま

す
⑯
眠
っ
て
い
る
人
が
出
す
騒
音
の

ひ
と
つ

⑰
１
年
で
一
番
夜
が
短
い
日

⑲
国
語
辞
典
を
引
い
て
調
べ
ま
す

①
相
場
や
、
商
品
の
一
番
安
い
価

格
の
こ
と

④
バ
ラ
や
菊
の
生
産
量
日
本
一
の

県
⑦
砂
浜
に
上
陸
し
て
卵
を
産
み
ま
す

⑨
笑
い
話
の
最
後
に
つ
け
る
も
の

⑩
く
し
や
ブ
ラ
シ
で
と
か
し
ま
す

⑪
贈
り
物
に
掛
け
て
結
び
ま
す

⑬
丸
い
頭
に
円
筒
形
の
木
製
人
形

⑮
著
名
人
に
「
書
い
て
下
さ
い
」

と
ね
だ
る
も
の

⑯
砕
け
て
石
や
砂
に
な
り
ま
す

⑰
バ
イ
オ
リ
ン
や
ハ
ー
ブ
に
張
り

ま
す

⑱
カ
レ
シ
や
カ
ノ
ジ
ョ
の
こ
と

⑳
サ
ト
イ
モ
や
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
は—

—

繁
栄
の
縁
起
物
と
さ
れ
ま
す

㉑
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
ま
ま—

—

発
車
し
た

Ａ
→
Ｅ

『
ミ
ド
リ
ノ
ヒ
』
で
し
た

5

【全体運】ゆったりと過ごせる期間です。好きなこ
とに意識を向け、のんびり自分の時間を満喫しま
しょう。散歩もお勧め

【健康運】栄養バランスに配慮すると、さらに好転
【幸運を呼ぶ食べ物】トリガイ

【全体運】積極性が高まる兆し。未経験の分野で
も前向きにトライすれば、手応えがありそう。体
を動かすことにもつき

【健康運】体力アップを図る好機。より健康体に
【幸運を呼ぶ食べ物】ゼンマイ

【全体運】面倒見の良さを発揮することで、対人
面に好影響が。持ち前の社交性を生かして。気
分転換には音楽鑑賞が最適

【健康運】軽いスポーツを楽しむと体調に変化が
【幸運を呼ぶ食べ物】キャベツ

【全体運】知的好奇心を刺激されやすい時期。やっ
てみたいことがあれば、じっくり情報収集を。ネッ
ト関連の事柄も幸運

【健康運】スキンケアを丁寧に。調子が上向きそう
【幸運を呼ぶ食べ物】カツオ

【全体運】意地を張りやすい傾向大。人の意見や
アドバイスには素直に耳を傾けた方が好結果に。
開運には土いじりが有効

【健康運】無理をしがち。疲れたら、十分な休息を
【幸運を呼ぶ食べ物】ワカメ

【全体運】フットワークが軽くなる月。興味を引か
れることに即チャレンジするなど、スピーディー
な行動を。スポーツも◎

【健康運】快適に過ごせます。大いに体を動かして
【幸運を呼ぶ食べ物】ニンニク

【全体運】あれこれ考え過ぎてしまいそう。肩の力
を抜き、気楽に構えましょう。リフレッシュには森
林浴やハイキングへ

【健康運】小さなけがに注意。慎重に行動すること
【幸運を呼ぶ食べ物】モズク

【全体運】勢いがあるときはいいけれど、小さな
ことでつまずきやすい暗示。失敗を引きずらず、
サッと気持ちを切り替えて

【健康運】ストレス解消には軽い体操が効果的です
【幸運を呼ぶ食べ物】コゴミ

【全体運】珍しく神経質になりがち。やたらと後ろ
向きな発想をしやすいので、意識してプラス方向
に捉えるのが賢明

【健康運】 運動不足で太りやすい。クヨクヨもNG
【幸運を呼ぶ食べ物】ジャガイモ

【全体運】楽しいことに縁あり。飲み会や旅行など
に誘われたら、気軽に参加してみるとラッキー。芸
術鑑賞も良い刺激に

【健康運】適度な気晴らしが健康キープのポイント
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ

【全体運】親しい人に対して、つい口うるさくなっ
てしまう気配。見守る姿勢を大切に。リラックスす
るには足湯がベスト

【健康運】開運には不規則な生活習慣の改善が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】メロン

【全体運】コミュニケーション運が活性化。初対面
の人とも楽しく話が弾みそう。人脈を広げた分、
チャンスも広がります

【健康運】姿勢を正せば健康面にうれしいご褒美あり
【幸運を呼ぶ食べ物】アジ

62

注！ハガキは62円です
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研修センター　☎ 92-0588

地域みんなで進めよう

農作業安全!!

研修センター　  ☎ 92-0588 貯金課　金融店舗　  ☎ 92-4325

　農機協では農作業事故や交通事故を未然に防止するため
ジョイントカバー等の購入に対して助成を致します。

　近年、PTO ジョイントに巻き込まれる事故や、夜間に一般道をトラクター
で走行中、後続車に追突される事故が増加しております。そのような農作業
事故を未然に防ぐため、農機協では上記の製品の購入に対し助成を致します。
研修センターはもちろん、他の農機具会社等、JA 経由で購入される場合も
助成しています。

ご注文、お問い合わせは研修センターまでお願い致します。

◎ジョイントカバーアッセンブリ又はカバー付ジョイント

◎ジョイントカバー片側又はカバー付ジョイント片側
　（※ジョイントカバー・PTO ジョイントはタイプによって価格が違います）

◎低速車マーク（通常販売価格 4,000 円／税抜）

◎回転灯（通常販売価格 7,500 円／税抜）

◎トレーラライトセット（通常販売価格 8,420 円〜 14,220 円／税抜）
    （トレーラライトセットはタイプによって価格が違います）

◎バックモニター（通常販売価格 37,905 円〜／税抜）

◎バックモニター用増設カメラ（通常販売価格 23,000 円〜／税抜）

◎バックブザー（通常販売価格 5,200 円〜／税抜）

助成金額 3,000 円（税抜）

助成金額 1,500 円（税抜）

助成金額 1,500 円（税抜）

助成金額 1,500 円（税抜）

助成金額 1,500 円（税抜）

助成金額 1,500 円（税抜）

助成金額 1,500 円（税抜）

助成金額 1,500 円（税抜）

農機協

G.W ゴールデンウィークATM
ご利用時間のご案内

　ゴールデンウィーク期間中のＡＴＭのご利用時間は、下記
の通りとさせていただきますので、ご理解・ご協力のほど、
よろしくお願い致します。

設置場所 ホクレンショップ 金融店舗
5月 1日 9：00～ 18：00 8：45 ～ 17：00

2 日 9：00～ 18：00 8：45 ～ 17：00
3 日 休　業 休　業
4日 休　業 休　業
5日 休　業 休　業
6日 9：00～ 17：00 休　業
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■気象庁は 4月から 6月の 3ヶ月予報を発表した。予報によると、この
期間の平均気温は高い見込みで推移しそうとのざっくりとしたものであ
るが、春作業や播種が順調かどうかが最後の収量、品質に大きな影響を
与えることから、何とか平穏を祈るばかりである。
■新聞等の報道では取り上げ方が小さいが、隣の国、韓国で深刻な問題
が発生している。1年ぶりに口蹄疫発生が確認されたことである。農水
省は日本国内への侵入防止に向け、都道府県知事に、農場での人や車両
の消毒徹底など、生産現場での飼養衛生管理基準の順守、的確な初動対
応の再徹底などを求める通知を出している。今回は特に、牛と比較して
ウィルスの排泄量が多い豚で感染が確認されたことから、最大限の警戒
を呼び掛けている。「転ばぬ先の杖」で発生させないことが何よりである。

732 人

1,911 人

266 億 73 百万円

63 億 97 百万円

 11 億 26 百万円

45 億 59 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 30 年 3 月末）

発生件数　　2 件（  5 件）　《  2 件》
　　負傷　　2 人（  5 人）　《  2 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《  0 人》
（　）は 30 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（4 月 20 日現在）

5
平

成
30年

5月
1日（

毎
月

1回
発

行
）

昭
和

45年
3月

5日
第

3種
郵

便
物

認
可

毎
月

1日
発

行
1132

熊
谷

留
夫

総
務

部
　

　

3日（木）　憲法記念日

4日（金）　みどりの日

5日（土）　こどもの日

8日（火）　新農業人激励のつどい

９日（水）　とまと生産部会全体会議

26日（土）　北海道ブラック＆　ホワイトショウ（～27日）

　
　
　

当
Ｊ
Ａ
創
立
70
周
年
を
記
念
す
る

　
　

事
業
の
一
つ
に
、
大
ホ
ー
ル
ス
テ
ー

ジ
の
ど
ん
帳
の
更
新
を
計
画
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
皆
さ
ん
に
お
披

露
目
で
き
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。「
印
象
に
残

る
も
の
を
後
世
に
残
し

た
い
」
そ
ん
な
思
い
か

ら
、
美
瑛
町
の
風
景
を

全
国
的
に
広
め
、
丘
の

町
の
知
名
度
を
飛
躍
的

に
伸
ば
し
て
い
た
だ
い

た
前
田
真
三
氏
の
代
表

的
な
作
品
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
麦
秋
多
彩
」
を

採
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
風
景
は

美
瑛
町
緑
が
丘
地
区
の
小
麦
畑
で
「
タ
ク

ネ
」
小
麦
独
特
の
登
熟
具
合
が
陽
光
に
照

ら
さ
れ
て
赤
に
染
ま
り
、
緑
の
木
々
と
黄

色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス

で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
幅
６.

２
㍍
高
さ

２.

８
㍍
の
ど
ん
帳
は
「
多
彩
色
紋
織
緞

帳
」
と
呼
ば
れ
る
織
物

で
、
恵
庭
市
の
舞
台
演

出
専
門
メ
ー
カ
ー
の
小

林
舞
台
シ
ス
テ
ム
を
通

じ
、
京
都
の
織
物
専
門

メ
ー
カ
ー
が
作
成
し
た

も
の
で
す
。
70
周
年
記

念
式
典
や
総
代
会
で
組

合
員
の
皆
さ
ん
に
お
披

露
目
し
た
い
と
製
作
を

急
い
で
い
ま
し
た
が
、

「
織
物
」
に
時
間
を
要
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
完
成
品
を

前
に
す
る
と
、
美
瑛
の

麦
秋
が
皆
さ
ん
を
優
し
く
迎
え
、
ど
な
た

も
ま
ず
驚
き
の
嘆
息
が
洩
れ
る
よ
う
な
仕

上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

第1回理事会　4月6日（金）

■議案審議事項
議案第１号　代表理事組合長及び代表理事専務並びに常務理事の選

任について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　総務委員会・業務委員会・経済対策特別委員会委員の

選任ついて 
・原案どおり承認されました。
議案第３号　平成 30 年度理事報酬の決定について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　常勤理事の使用人兼務の決定について
・原案どおり承認されました。
議案第 5 号　総代選挙・選挙管理者・投票管理者及び開票管理者の

選任について
・原案どおり承認されました。
議案第 6 号　常勤役員事務引継に伴う立会人の選任について
・原案どおり承認されました。
議案第 7 号　行政庁提出の業務報告書について
・原案どおり承認されました。
議案第 8 号　行政庁検査に係る指摘事項改善、対応状況報告について
・原案どおり承認されました。
議案第 9 号　規程類の一部変更について
・原案どおり承認されました。
議案第 10 号 ＪＡびえいオートサービスセンター新築工事に伴う施

行委員会の設置について
・原案どおり承認されました。

■協議事項
①給与特別委員会の構成について
②理事の地区分担について

前田真三氏代表作を織物に
どん帳をドレスアップ


